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             平成 26年度 事業報告書 

           平成 26年 1月 1日 から 平成 26年 12月 31日 まで 

                          認定ＮＰＯ法人 江戸城天守を再建する会 

１．主な事業の成果： 

   当会は、平成２５年度より「2020年・江戸城天守再建の夢実現」を目指して策定した、３段階

のアクションプランからなる“ロードマップ展開構想”に着手し、平成 26年度は、その第１期の

２年目として、事業スキームをはじめとする諸課題の研究・検討を有識者と共に取り組んできた。 

 

１）事業スキーム及び建築技術・法規類について特別委員会にて研究・検討を実施： 

事業スキーム等検討特別委員会では、㈱日本経済研究所と共に検討を行なった。 

①財産の性格・制約とこれに親和性のある事業方式の選定・運営制度 

②公益法人の会計制度及び事業収支の研究とシミュレーション 

③事業主体づくり（プロセス及びスケルトンのイメージ） 

建築技術・法規類研究特別委員会では、広島大学大学院の三浦正幸教授と共に取組み課題の洗出し

と方向付けを実施した。 

①復元調査報告書の作成・諸手続きの検討 

②基本設計・工期・建物構造・木造再建の意義 ③現存及び再建された木造天守の現況と活用事例 

これらを通じて得られた知見は、次年度の取組みとなる“事業構想”づくりの土台として活用する。 

 

２）市民・国民世論喚起へ向け、さまざまな PR活動を推進： 

   イベントやセミナーの開催、チラシの配布や賛同署名、会員拡大活動等を通し、江戸城天守再建

の趣旨に賛同、支援して頂ける人々の輪を、着実に大きく拡げてきた。会員・サポーター数は 4千

名となり、当会が千代田地域等をはじめ各地で展開している賛同署名活動は、累計２万筆を超えた。

また、政官財、各界各層に向けても幅広くＰＲ活動を行った。８月には朝日新聞夕刊の第一面掲載

により、多くの一般市民・企業へ周知され、11 月には参議院予算員会の質疑に取り上げられ多く

の政治家・所轄庁関係者、国民の知るところとなった。 

 

３）定款変更と事務局体制の改善、情報公開の推進： 

平成２６年７月に東京都から定款変更が認証され、速やかに登記を完了させると共に主たる事務   

所を千代田区へ移転した。事務局体制は、業務改善と効率化を CSR 企業の協働も得て推進するこ

とができた。喫緊の課題は専従要員の複数確保である。情報公開は、2５年度事業報告、計算書類

等並びに認定NPO法人の法的義務である２３種の書類について、個人情報保護法の遵守について

も鋭意取り組みつつ、当会事務所、東京都、国税庁で閲覧・公開した。 

 

４）事業活動を支える無償ボランティア 

事務局の日常的なあらゆる作業から、高度な専門知識が必要な業務に至るまで、これらを支えて

いるのは、無償のボランティアの貢献である。それなくしては、持続可能な組織運営は、到底不可

能であるといえよう。ここに改めて感謝の意を表する。（別掲 P3参照） 
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２．事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動にかかる事業 

事業名 事業内容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事者の

人数（人） 

受 益 対 象 者 

範囲・人数(人) 

支出額 

（千円） 

①江戸城再建の、規

模・様式、実施方法

等、その具体化のた

めの調査・検討並び

に建設を行う事業  

・事業スキーム及び建築技術や法規類

の諸課題について、有識者・専門家

を交えた特別委員会を設置し、研

究・検討を実施した。 

通年 都内 ５ 不特定多数 611 

②歴史・文化・観光等

についての調査・研

究並びに維持・管理、

運営を行う事業 

・江戸城天守再建に係る「理念」作成

を通じて、当会の取り組む運動と歴

史・文化・観光等に係る面について

研究を行なった。 

通年 都内 ５ 不特定多数 2,236 

③意義・必要性及びそ

の実現方法並びに維

持・管理、運営等に

ついて広報宣伝する

事業 

・情報誌「江戸城かわら版」3回発行 

・ホームページ、フェイスブックを 

活用し、当会の活動紹介を実施した。 

・大手門前等においてPR・賛同署名活

動を実施した。 

通年 

事務所等 

事務所等 

 

都内 

5 不特定多数 5,244 

④江戸城再建の世論喚

起のためのシンポジ

ウム等のイベントを

実施する事業 

イベント 

・黒田涼氏「江戸を歩く」「座学」の

シリーズ 計４回（2･4･7･10月） 

・西川壽麿氏「江戸文化サロン」 

 計３回（6･9･12月） 

・第２回 江戸城寄席 

・岩下安雅氏「谷中七福神めぐり」 

・大野正博氏 

「人はみな、高いものにあこがれる」 

・嶋丈太郎氏「吉良上野介の実像とは？」 

 

通年 

 

通年 

 

９月 

1月 

8月 

 

12月 

都内 

 

10 

 

10 

 

13 

５ 

５ 

 

１０ 

不特定多数 

(８０名) 

 

(７０名) 

 

(１３３名) 

(８名) 

(１８名) 

 

(１４名) 

1,162 

⑤歴史・文化・観光等

の街づくりに関わる

各種団体・機関と連

携をする事業  

・千代田地域のイベント（ファミリー

バザール、カレーグランプリ）等に

参加し、賛同署名活動を実施した。 

通年 都内 
250 

（人・日） 
不特定多数 706 

 

（２）その他の事業   該当なし 
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★多くのボランティアの皆様に、活動の成果と感謝の特別メッセージ★ 

 

２６年度事業活動のご報告に当たり、改めてボランティアの皆さまに厚く御礼を申し上げます。 

 

当会の活動は、日常の事務局業務から高度な専門知識・スキルを要する業務に至るまで、ごく一部の 

有償者を除き、ボランティア（無償奉仕）の皆さまによって、支えられております。 

 

特に平成２６年度は、広島大学大学院の三浦正幸教授に、建築技術・法規類研究特別委員会における

課題の洗出しと方向付けの研究・検討の際、広く深い専門知識により多大なる貢献をして頂きました。

三浦正幸教授に厚く御礼申し上げます。 

 

ボランティアの皆さまには、実に広範かつ多岐に亘る業務に参画し、貢献して頂きました。 

深く感謝の意を表しますと共に、次年度も引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。 

（現在は、実務上の問題等から、活動の原価算定は行っておりません。） 

 

① 事務局作業 入会手続きから、会計、会員情報等を PC に入力する等の日常業務 等 

 

② 企画・編集 かわら版・HPの企画編集・掲載、発行 等 

 

③ 会員維持・拡大 

 

会員の勧誘、電話連絡、お知らせメモの送信コミュニケーション 等 

④ PR 活動・賛同署名 

 

チラシ配り、イベントへの参加による PR/賛同署名活動 等 

 

⑤ イベント・セミナー イベント・セミナー関連業務の準備や当日の会場等の手伝い、 

ルポライター、セミナーガイド等 ビデオ、カメラ、インタビュー 等 

 

⑥ 高度な専門知識・ 

スキルを要する仕事 

 

公認会計士、弁護士、有識者、文化や経営等コンサルタント、諮問会議

の事務局（特別プロジェクト）、ＰＣ構築・システムエンジニア、 

ホームページの企画デザイン 等 

 

⑦ CSRボランティアに

よる役務の提供 

有志の個人のみならず、社会貢献活動（CSR）として参加する企業に 

よる役務の提供 

 

⑧ 施設の提供 主たる事務所や会議室の提供 

 

・・・・・・・・・・ 


